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知識の継承 

先日、豊山町図書室に『なぜ古い本を網羅的に調べる必要があるのか 漢籍デジタル化公開と

中国古典小説研究の展開』という本を配架しました。すでに手に取られた方もいるかもしれませ

ん。本書は、2020 年に開催されたシンポジウムの内容をまとめたもので、中国の明代に成立し

た長編小説『水滸伝
すいこでん

』を様々な角度から議論しています。近年、飛躍的に発展した歴史資料のデ

ジタル化の長短所を分かりやすく論じており、歴史研究において、歴史資料の持つ意義について

考えることのできる一冊です。 

さて、本書のタイトルにもなっていますが、なぜ私たちは古い本を読んだり調べたりする必要

があるのでしょうか。色々な答えがあると思いますが、私は「知識の継承」と答えます。古い本

は過去の知識や文化、社会の構造を理解するための貴重な資料になります。これらの本から、私

たちは当時の人々の考え方や価値観、技術、芸術などを知ることが出来ます。また私たちが持っ

ている知識や科学は、過去の積み重ねから成り立っています。つまり古い本を調べることは積み

重ねてきた知識を継承することにつながるのです。 

そんな先人たちの積み重ねてきたものを未来へ託すことに大きな役割を担うのが図書館です。

図書館には古い本から最新の本まで実に多種多様な本が揃っており、誰でも自由に多くの情報

を享受できます。そんな誰でも気軽に利用することのできる図書館にも過去に様々な受難があ

ったことはこの書窓においても取り上げてきました。 

書窓 391号では「図書疎開」について取り上げました。戦時中、戦況が悪化する中で図書館職

員が所蔵図書を空襲による焼失から守るため図書の疎開を行いました。図書館職員の決死の行

動によって４０万冊の図書が戦争の惨禍から逃れることが出来たのです。 

書窓 404号で取り上げたのは「言論統制」についてです。戦前の日本では、厳しい言論統制が

とられており、「言いたいことが言えない」世の中でした。それは図書も例外ではありませんで

した。非戦論を唱える図書などが意図的に書棚から排除させられるな

ど、図書館にとっても厳しい時代だったのです。 

この二つの受難に共通しているのは、戦争によって攻撃・抑圧されて

いたのは人間だけでなく図書も対象だったことです。そしてその困難を

乗り越えたからこそ、多くの貴重な図書が現代まで残り続け、そして誰

でも自由に様々な種類の図書を手にすることが出来るようになったの

です。書窓 391号において、図書とは「長い歴史の中で積み重ねられた

先人たちの言葉」と表現しました。その「先人たちの言葉」を蓄積した

場所こそが図書館です。現代を生きる私たちは、「先人たちの言葉」で

ある図書を未来へとつなぎ、知識を継承することが大事なのではないで

しょうか。 

図 書 室 だ よ り 
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『なぜ古い本を網羅的に調べる必要があるのか』 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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